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Ⅰ．はじめに
初代朴澤三代治（以下，「初代」を略す）（1823
～ 1895）は，明治 12 年（1879）に裁縫塾「松
操私塾」を仙台区良覚院丁一番地（現，仙台市
青葉区一番町二丁目）に創設した．朴澤三代治
は，明治 14 年（1881）に東京本郷に「和洋裁
縫伝習所」（現，東京家政大学）を開いた渡邉
辰五郎（1844 ～ 1907）と並び，明治時代の裁
縫教育の双璧として評価されている．江戸時代
の裁縫教育は「お針の師匠」等によって個人教
授でおこなわれた．明治以降，近代的な教育制
度が導入されると，裁縫教育は従来の個人教授
から教室での一斉授業になり，それに適した教
授法が求められた．朴澤三代治と渡邉辰五郎は
一斉授業に適した教授法として，朴澤は掛図，
渡邉は雛型に特徴があると，裁縫教育史でその
業績が位置づけられている．本稿では，朴澤三
代治の掛図に焦点をあて，掛図に見られる裁縫
技術の分析ではなく，掛図という形態に注目し，
朴澤三代治の裁縫教育における掛図の役割を考
察する．
Ⅱ．朴澤三代治のおいたち
最初に，三代治の生い立ちを公文書に残る履
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歴書等に依拠して，本稿に関連する必要な事柄
を中心に略述する．
三代治は文政 6年（1823）に生まれ，少年時
代には仙台藩校養賢堂で学び，青年時代には伊
藤養齋から軍学・軍服裁縫を，菅原一二三から
官服裁縫の伝授をうけた．明治維新によって多
くの士族は生活の糧を失った．しかし，当時
40 代であった三代治は仕立業と裁縫教授を生
業としていた．
明治 5年（1872）の学制公布後，女子にも学
校教育の道が切りひらかれたが，女子就学率は
低く，その打開策として小学校に裁縫科が設置
された．明治 9年（1876）以降，仙台区の培根
小学校（現，仙台市立木町通小学校）や琢玉小
学校（現，仙台市立立町小学校）などに裁縫科
が付設された．三代治は明治 10 年（1877）に
仙台師範学校の裁縫科教師となり，師範学校女
子部が閉鎖される明治 17 年（1884）まで務め
た．この間，明治 12 年（1879）に三代治は「松
操私塾」を創設した．明治 17 年には県の認可
を受けて，校名は「松操私塾」から「松操学校」
に改称された．松操学校は小学校裁縫専科教員
を養成する学校として県内外から生徒が入学し
た．当時の日本は明治 16 年（1883）に建設さ
れた鹿鳴館を舞台に華やかな鹿鳴館外交が展開
されていた．一方，大蔵卿松方正義のデフレ政
策の下，農村は窮迫し自由民権運動もその影響
を受け，明治 17 年には群馬事件，加波山事件，
秩父事件等の激化事件が相次ぎ，社会不安が広
がった．明治以降，没落する士族も多く，松操
私塾で学んだ士族の女性のなかには自活の道を
選ぶ者もいた．仙台藩士の娘の例をあげると，
戊辰戦争の責を引きうけ刑死した坂英力の娘坂
こうは母校に残り裁縫教師となり，天文学者戸
板保佑を祖先にもつ漢学者戸板善内の娘戸板せ
きは，上京して裁縫学校（現，戸板女子短期大
学）を創設した．
三代治は生徒作品や自作教具を国内外の博覧
会に積極的に出品して賞を得て，校名を高め，
裁縫教育者として女子教育に大きな足跡を残
し，明治 28 年（1895）に死去した．
Ⅲ．裁縫教育と掛図
１．基本用語の確認　　
本論を進める前に，明治期の裁縫教育を論じ
る時の基本用語である「部分縫」「雛形」「掛図」
について確認したい．江戸時代の裁縫教育は個
人教授による技術の模倣が主で，難しい部分は
師匠が自ら手をくだすこともあり，技術の習得
に時間がかかった．明治になると教場での一斉
授業に適した指導法が裁縫教育にも求められ，
「部分縫」「雛型」「掛図」による教授法が工夫
された．「部分縫」とは裁縫の急所である褄，袖，
襟などの技術を要する部分を取り出し，1枚の
着物を総合的に縫う前にその準備として，難し
い部分の縫い方を練習することである．「雛形」
とは縮尺模型のことである．「雛形」は完成品
全体の縮尺模型だけではなく，朴沢学園所蔵の
掛図には袖等の部分縫の雛形，鋏で裁つ部分に
線（罫）を引いた布地の雛形（罫引雛形），鋏
等で裁ち切られた布地の雛形（裁切雛形）が貼
付されている．雛形教育の第一人者と評価され
る渡邉辰五郎の裁縫雛形について，渡辺学園で
はその教育効果として次の 3点を挙げている．
1. 布地と時間の節約になり，短時間で多種多様
な衣服・生活用品を製作できる，2. 服作りの全
ての工程を 1人で行えるようになる，3. 細やか
な仕事が必要とされ，技術の向上になる 1）．
「掛図」は「学校の教室で黒板ないし壁面に
掲げて教授に使用した比較的大判の絵図や表な
ど」2）である．吉良偀氏の論文では「明治初年
には掛図，懸図，掲図の三字が使用されている」3）
とある．宮城県の公文書「明治七年明治八年小
学校関係綴」では「掛物」の名称もみられる．
２．先行研究の検討と本論の視角
朴澤三代治の裁縫教育について論述している
主要な先行研究を本論の視角から検討する．
常見育男氏は著書『家庭科教育史』のなかで
朴澤三代治と渡邉辰五郎の教授法を「部分縫に
よる教授は主として松操女学校の設立者，仙台
の朴沢三代治が最も力を注いで実施した仕方で
あり，雛形による教授は東京の渡辺辰五郎が工
夫した仕法である」4）と述べている．常見氏の
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著書では掛図は等閑視され，明治前期に製作さ
れた掛図の名称を紹介するに留まる．三代治の
掛図として明治 7年（1874）製作の「衣服掛図」
を記しているが，この掛図は朴沢学園所蔵資料
の中に現時点では含まれていない．
関口富左氏は著書『女子教育における裁縫の
教育史的研究―江戸明治両時代における裁縫教
育を中心として―』「尋常師範学校における教
科書」（第 11 章第 3節）で三代治の『裁縫教授
書』（正確には『裁縫教授書壱』）に言及している．
朴澤三代治が著した 3冊の裁縫教授書『裁縫教
授書壱』『裁縫教授書全』『小学裁縫教授書』（以
下，3冊を総称する場合には『裁縫教授書』と
記す）にある掛図の記述は「衣服名称」「織地
名称図」に関するものである．そのなかで関口
氏は「衣服名称」のなかの「暗射衣服図」に注
目している．暗射衣服図を説明すると，地名が
書かれていない白地図のことを暗射地図という
が，これに倣い，「暗射衣服図」とは衣服の形
だけが描かれて，衣服の各名称が書かれていな
い図のことである．関口氏は「（衣服の）各名
称を暗
●
記させ，教師が各名称を鞭で射
●
し，答え
させようと案出したもの」「要は，記憶させ反
復させ，衣服の名称を覚えさせるという指導法
で，この掛図は朴澤が最初に考案した」5）と評
価している．「松操学校之図」（図 1）には教場
で朴澤三代治が「暗射衣服図」を棒で指してい
る姿が描かれている．渡邉辰五郎の教授法の特
徴は雛形と一般に言われているが，渡邉辰五郎
著『たちぬひのをしへ　まきの一』の口絵には
掛図を用いた一斉授業の様子が描かれている．
次に，朴澤三代治について言及している論文
をみると，樋口哲子氏は「わが国における被服
教育発展の様相（第 1報）明治期の裁縫教授法
（1）」のなかで，渡邉辰五郎については「雛形
製作の後，実物製作に移る方法は氏の特徴」6）
と記し，朴澤三代治については「運針，基礎縫い，
部分縫いなどの基礎技術を重視し，中でも部分
図 1　松操学校之図
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縫いによって部分の技法を理解させ，後，統合
して実地縫いをする方法は，氏の特徴」7）とし
ている．しかし，渡辺学園の研究では，部分縫
いは朴澤三代治のみならず，渡邉辰五郎も重視
した指導法であることを指摘している 8）．樋口
氏は掛図については「朴沢・渡辺両氏とも教便
物を用いて教授過程を整理し，一斉教授を可能
としたが，当時の教授法が，庶物指数，開発主
義を背景とし，実物による直感教授が唱えられ，
それに代わるものとして掛図が用いられた．朴
沢氏は，特に掛図の案出において広く貢献した」
9）と記している．
朴澤三代治を単独で扱った論文には千葉昌弘
「明治初期宮城県の女子教育と（初代）朴沢三
代治」（『仙台大学紀要』第 8 集，1976 年）と
植村千枝「家庭科教育における技能・技術（2）
―初代朴沢三代治の裁縫教育とその周辺―」
（『宮城教育大学紀要』第 20 巻，1985 年）がある．
本稿のテーマに関係がある植村氏の論文をみ
ると，植村氏は朴沢学園の掛図を実際にご覧に
なり，掛図にたくさんの雛形が貼付されている
ことに驚き，疑問を抱かれている．植村氏の疑
問とは，従来，雛形は渡邉辰五郎の教授法の特
徴であると言われているが，朴沢学園の掛図に
雛形が多いことを意外に思われたのであろう．
植村氏の論文は三代治の裁縫教育について多角
的に論じた論考であり，掛図に雛形が多い点に
関しては，三代治が博覧会に積極的に参加して
いることに触れ，「縮尺にしろ実物貼付が多い
のは枚数に限界があったと考えられる」10）と
記すにとどめている．
従来の研究では，「雛形」は渡邉辰五郎の教
授法として強調され，一方，朴澤三代治は掛図
教育では注目されているが，掛図に貼付されて
いる雛形には関心が向けられなった．植村氏は
掛図に関しては朴沢学園側の資料で分析されて
いるので，本稿では明治期の公文書も参考に掛
図と雛形との関係を調べ，三代治の裁縫教育に
おける掛図の役割を考察する．
３．明治初期の掛図
明治期の教育掛図について主な研究をみる
と，吉良偀「明治の視覚文化と教育―掛図の
変遷―」（『熊本大学教育学部紀要』第 16 号，
1968 年），佐藤秀夫・中村紀久二編『文部省掛
図総覧』（1986 年，東京書籍株式会社），貴重
な多数の教育掛図を所蔵している玉川大学教育
博物館（東京都町田市）編集・発行の『掛図に
みる教育の歴史』（2006 年）等がある．この 3
点には裁縫掛図についての記述はないが，これ
らを参考に明治初期の教育掛図について略述し
ながら，三代治が掛図を製作するヒントをどこ
から得たのかを考察する．
欧米では 19 世紀中葉以降に紙の機械生産が
可能になるまで，教育現場では教科書よりも掛
図が教材として盛んに用いられた．わが国では
明治 5年（1872）に学制が公布され，同年，教
師養成のために東京に設置された官立師範学校
に，大学南校の英語教師であった米国人マリオ
ン・スコット（Marion McCarrell Scott，1843
～ 1922）が招聘された．スコットはアメリカ
の教育をモデルにした近代的な教育を紹介し，
掛図を使った一斉教授法を伝授した 11）．明治 6
年（1873）に東京師範学校はアメリカで刊行さ
れていたチャートを模して「五十音図」「単語図」
「連語図」等を製作した．翌 7年（1874）に師
範学校編集刊行の掛図が改版されるのを機に，
編集・刊行者が「東京師範学校」から「文部省」
に改められた．当時の教科書は手漉き和紙で高
価であったため全員が所持できず，明治 10 年
代頃まで教科書よりも，掛図が小学校の主要な
教材であった．明治 19 年（1886）から明治 36
年（1903）までは検定教科書時代であり，教科
書の編集発行が民間に委ねられていた．この期
間には民間発行の掛図も盛んに製作された．掛
図の位置付けは，明治初期には教科書と同一で
あり，明治検定教科書時代には教授用図書へと
変わっていった．
明治初期の掛図は「伊呂波図」・「五十音図」・
「数字図」などは木版墨刷りであり，「連語図」
は木版色刷りの絵が貼付されていた．形態をみ
ると 1枚物の掛軸形式で，複数枚が綴じられた
形ではなかった．吉良氏は「スコットの指導が
あったにしても，掛図は，まず，日本古来の掛
軸の様式を踏襲したものであった」12）という
指摘は的を射たものであろう．
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三代治が出品した明治 13 年（1880）宮城県
博覧会の出品目録には「織物名付掛物」「裁縫
図等掛軸」13）の記載があり，「掛物」「掛軸」
の二通りの名称がある．明治 13 年現在では「掛
図」という名称はまだ一般的でないことがわか
る．「掛物」は下に軸木のないもの，「掛軸」は
下に軸木があり巻けるもの，と分類していたの
であろうか．翌，明治 14 年（1881）第二回内
国勧業博覧会の出品目録では「裁縫用掛図」と
あり，掛図の名称が使用されている．三代治の
『裁縫教授書』の挿絵には，下に軸木がついた
掛軸形式の「木綿織地名称図」が掲載されてい
る．
４．朴澤三代治編纂の掛図
平成 23 年（2011）7 月 1 日，「朴沢学園裁縫
教育史料　附課題研究提出物等一括」は「仙台
市指定有形文化財」に指定された．指定をうけ
た資料は，掛図類 352 点，教科書等の書籍 36 点，
課題研究提出物 161 点，高等師範科第三学年研
究会記録8点の計557点である．掛図のなかで，
初代朴澤三代治編纂とされるのは，「衣服名称」
掛図 8枚と「伝　内国勧業博覧会出品掛図」33
枚の 41 枚である 14）．数はいずれも現在所蔵の
枚数であり，製作時点での全数は不明とされて
いる．
上記の掛図のなかで製作年を特定できるのは
「衣服名称」掛図である．縦書きで掛図の右上
に「明治十四年十二月十九日御届　明治十五年
図 2　「衣服名称」掛図
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一月出版」，左上に「製図人宮城県士族朴澤三
代治宮城県下陸前国仙台区良覚院町一番地　出
版人同県平民伊勢安右衛門宮城県下陸前国仙台
区国分町五番地」，横書きで「静雲堂版」と記
されている．この掛図 8枚には第一から第五ま
で番号が上部に付されている．しかし，図柄は
異なるが同一番号のものが 3組あり，また，図
柄は同じであるが番号が異なるものが 2 組あ
る．この整然としない 6種 8枚の番号を解決す
る手掛かりがある．この掛図出版から 10 カ月
後に，木村敏編輯『小学始教』が同じ版元の静
雲堂から出版されている．その中に「衣服名称」
掛図の 6枚が転写され，順に番号がついている．
それによると「衣服名称第一」（着物前身頃），「衣
服名称第二」（着物後身頃），「衣服名称第三」（単
羽織正面，袷羽織正面，女合羽正面，半合羽小
襟正面，馬乗襠高縫合），「襠高袴前名称第四」，
「襠高袴後名称第五」とある．現存する「衣服
名称」掛図では「第一」と書かれた 2枚の中の
1枚が『小学始教』では「暗射衣服図第六」と
して順に並べられている．現存資料の番号に重
複がみられる理由を推察すると，1枚ごとの図
には元々番号は無く，使用目的に応じて番号を
つけて自由に組合せて使用したと考えられる．
なお，明治 17 年（1884）発行の三代治の『裁
縫教授書』には衣服名称図が，『小学始教』の
挿絵と同じ順番で掲載されている．三代治の『裁
縫教授書』には「第一号より第五号迄を掛図と
なして教場の正面へ掲げ以て各部の名称を教へ
又此図に出だせし外にも教示しおくべき名称も
あれバ此分ハ別て丁寧に教へ置くものとす但し
試験の節ハ暗射図を用ひ暗射図なきときハ之を
塗板に画きて暗射掛図に代用すべし」15）とある．
塗板とは黒板のことである．
製作年が推定できる掛図は「伝　内国勧業博
覧会出品掛図」にある．オリジナルの出品数は
不明であるが，現存する 33 枚のうち，「凡例」
「教授用結物見本」の 2枚には「明治二十三年
一月初五」と記され年代が特定できる．「凡例」
には「本校出品中第一号ヨリ第五号ニ至ル表題
ヲ教授用雛形一式ト命名セリ」とあり，「凡例」
には「第一号素縫切之部」，「第二号雛形罫引及
雛形裁切之部」，「第三号毛糸編物之部」とあ
る．学園所蔵掛図のなかには 2枚の表題掛図が
あり，「第一号　私立松操学校裁縫教授用　雛
形一式　素縫切之部」，「第二号　仙台私立松操
図 3　「伝　内国勧業博覧会出品掛図」表題掛図
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図 4　「伝　内国勧業博覧会出品掛図」
朴澤三代治と裁縫教授用掛図
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学校出品　雛形一式　罫引雛形之部　附裁切及
西洋服雛形罫引」がこれらに相当するが，第三
号から第五号の表題掛図は現存しない．
『朴沢学園裁縫教育資料集第 1号』（以下，『資
料集』と略す）には「伝　内国勧業博覧会出品
掛図」33 枚の写真が掲載されている．『資料集』
所収の「朴沢学園裁縫教育資料展」関係資料で
は「凡例」を参考に掛図を第 1号から第 5号に
分類している．『資料集』では記号で分類され
ているので，内容で表記すると以下の通りであ
る．
第 1号　素縫切之部　　7枚
・ 第一号　私立松操学校裁縫教授用　雛形一
式　素縫切之部
・縫取雛形，実物貼付（5枚）
　　単袖剥ギ縫他（図 4－①），串縫他，
　　袷前縫他，単羽織袖縫他，綿入前縫他
・蒲団雛形，実物貼付
第 2号　雛形罫引き及び雛形裁切の部　8枚
・ 第二号　仙台私立松操学校出品　雛形一式
罫引雛形之部　附裁切及西洋服雛形罫引
・三ツ身裁方雛形罫引他，実物貼付
・半合羽仕立上リ雛形罫引他，実物貼付
・着物袴縫合雛形罫引他，実物貼付
・ 教授用雛形裁切第一　半合羽雛形裁切他，
実物貼付
・ 教授用雛形裁切第二　並袴雛形裁切他，実
物貼付（図 4－②）
・背広洋服罫引雛形
・西洋服表裏雛形図　仕立上之図
第 3号　毛糸編物の部　3枚
・教授用編物雛形　第一
・教授用編物雛形　第二
・教授用毛糸編物見本（図 4－③）
第 4号　飾縫い，結物　3枚
・飾縫之部
・教授用結物見本（2枚）
第 5号　洋服雛形　2枚
・ 教授用洋服雛形　袴，通常服上衣，短胴服（図
4－④）
・教授用洋服雛形　洋服前縫
その他，姿勢検体人体図，布地見本　5枚
・洋服裁縫教授用身体図
・躯体尺度灋教授掛図
・織地名称図（3枚）
『資料集』では以上の 28 枚と共に，次の 5枚
を「伝　内国勧業博覧会出品掛図」としている．
1. 凡例　
2. 宮城県仙台私立松操学校規則摘要
3. 私立裁縫松操学校規則摘要
4. 裁縫教授用身体図　
5. 三代治が発明した上懸（布を引っ張る金具）
の説明文と使い方の挿絵入り掛図　
次に，学園所蔵の掛図と三代治著『裁縫教授
書』との関係を記す．「仙台市指定有形文化財」
の「指定対象一覧」のなかに「縫取見本掛図」
6 点がある．『裁縫教授書』で説明されている
縫い方の幾つかは，「縫取見本掛図」の中にも
ある．たとえば，『裁縫教授書』9頁の「護縫」
は，「縫取見本掛図」第 1号で「守リ縫」の名
札が付いて実物が貼付されている．『裁縫教授
書』19 頁の「五行留及六行留」は枕等の端を
留める縫い方で説明文と挿絵があり，一方，「縫
取見本掛図」第 6号にはこの雛形が貼付されて
いる．「伝　内国勧業博覧会出品掛図」には洋
服や毛糸編物に関する掛図があるが，『裁縫教
授書』には洋服と編物に関する記述はない．掛
図「衣服名称」の 6枚が『裁縫教授書』の挿絵
になっていることは前述の通りである．
５．三代治と師範学校の人脈
三代治は師範学校に関わる人々と豊かな人脈
を築いているので，論を進めるために必要な点
に絞り，師範学校の歴史を略述する．
明治 5年（1872）の学制公布後，小学校が急
増し，それに伴い小学校教員の養成が急務と
なった．明治 6年（1873）には官立宮城師範学
校が設置され，初代校長に大槻文彦が任命され
た．師範学校の第 1回卒業生に木村敏がいた．
東二番丁小学校訓導になった木村は，簡易な教
員養成学校の設立を説き建議書を県に提出し
た．これが県に受け入れられ，明治 8年（1875）
に下等小学校の教員養成を目的に小学校教員伝
習学校が設けられ，東二番丁小学校訓導兼務の
まま木村が校長に任命された．県は教員の学力
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向上のために，明治 9年（1876）に上等科を設
置し，校名を仙台師範学校と改めた．仙台師範
学校は，明治 11 年（1878）に廃止された官立
宮城師範学校の校舎等を譲りうけ，明治 12 年
（1879）に県立宮城師範学校と校名を改め，さ
らに，明治 19 年（1886）には宮城県尋常師範
学校と改称した．
この間，師範学校の女子部は，仙台師範学校
時代の明治 10 年（1877）に設置されるが，明
治 17 年（1884）には廃止された．女子部が再
設置されるのは宮城県尋常師範学校時代の明治
22 年（1889）である 16）．三代治は明治 10 年に
師範学校に女子部が設置されると，仙台琢玉小
学校（現，仙台市立立町小学校）の裁縫科助教
を兼務のまま裁縫教員に迎えられ，女子部閉鎖
までつとめた．この間，朴澤門下の甲田みどり，
志賀知子，若柳左長等が勤務期間の長短はある
が助教・助教補として勤務し，三代治を補佐し
ている．
師範学校時代の教え子のなかには，仙台培根
小学校で裁縫科助教として既に教職にあった新
妻瀧代がいる．新妻は自己の再教育の場を求め
て女子部に入学したのであろう．
三代治と師範学校の人脈をみると，明治 17
年（1884）に出版された三代治の 3冊の『裁縫
教授書』の最初の頁には宮城県令松平正直が寄
せた「針・端・奪・化・工」の 5文字が掲載さ
れ，それに続く序文は和久正辰撰・中川父寛書
である．和久は宮城師範学校長，中川は同校の
書道教師である．師範学校時代の人脈は三代治
が師範学校を辞した後も続き，明治 20 年（1887）
に三代治は松操学校の教則に男女洋服及び唱歌
の副学科を加えることを願い出て県から受理さ
れた．唱歌の講師を依頼された四竈仁邇は文部
省音楽取調所で学んだ師範学校の若き音楽教師
であった．四竈は昭和 15 年（1940）まで学園
の教壇に立ち，その間，校歌の作詞作曲を手掛
け，この校歌の制作年は不明であるが昭和 34
年（1959）に新しい校歌になるまで歌われた
17）．
木村敏と師範学校との関係，木村の著書『小
学始教』と「衣服名称」掛図との関係は既述の
通りである．明治 27 年（1894）に三代治が藍
綬褒章を授与されたのを機に，卒業生と生徒に
よって建立された頌徳碑の撰文は木村敏による
ものである．
三代治は天保 3年（1832）に仙台藩の藩校養
賢堂に入り読書・習字・小笠原礼法を学んでい
るが，官立宮城師範学校の初代校長大槻文彦の
父は，幕末に養賢堂学頭をつとめた大槻磐渓で
ある．大槻文彦は日本で最初の近代的な国語辞
典と評される『言海』を執筆し編集した国語学
者として著名であるが，明治 16 年（1883）に
は「新撰日本暗射全図」を大阪で出版している．
これより前の明治 10 年（1877）には飯島半十
郎編著「日本暗射地図」が文部省で作成されて
いるのが確認できる．三代治が明治15年（1882）
に出版した掛図「衣服名称」には着物前身頃の
暗射図がある．三代治が暗射地図からヒントを
得て暗射衣服図を作製したと仮定すれば，暗射
地図を勤務先の師範学校で見た可能性は否定で
きない．
明治初期の宮城県の中等教育機関として明
治 7年（1874）に官立宮城外国語学校が設置さ
れ，創立後すぐに宮城英語学校に改称し，明治
10 年（1877）まで存続した．明治 10 年に宮城
英語学校の教場・書籍・器械をすべて譲りうけ，
県立仙台中学校が発足した 18）．明治 5年（1872）
に東京に師範学校が設置された時，英語教師ス
コットの通訳をつとめたのが坪井玄道である．
坪井は明治 8年（1875）に宮城英語学校の教員
として赴任し，宮城英語学校が閉校後は仙台中
学校に明治 11 年（1878）まで勤務した 19）．そ
の後，坪井は女子体育の発展に貢献した 20）．「伝
　内国勧業博覧会出品掛図」のなかには，毛糸
作品の雛形を貼付した掛図があり，作品ごとに
ab ～の記号が付けられている（図 4－③）．三
代治は「凡例」のなかで，アルファベットが進
むほど製作の難度が上がることを説明してい
る．この例から，三代治が英語に関心があった
ことは推察できる．しかし，三代治と坪井玄道
との直接的な接点を示す資料は未見である．
6．朴澤三代治の3冊の『裁縫教授書』
明治 17 年（1884）に三代治は『裁縫教授書壱』・
『裁縫教授書全』・『小学裁縫教授書』（以下，必
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要に応じて『壱』『全』『小学』と略す）の 3冊
の『裁縫教授書』を出版している．3冊の『裁
縫教授書』の表紙見返しには「宮城県師範学校
裁縫教員朴澤三代治編輯　小学中等科裁縫教授
書　仙台書林　楽善堂発兌」とある．奥付には
「明治十七年四月八日版権免許　同十七年九月
廿日出版　編輯人宮城県下陸前国仙台区良覚院
丁一番地宮城県士族朴澤三代治　出版人同県下
同国仙台区大町五丁目六十六番地同県平民大内
源太右衛門　発兌人同県下同国仙台区国分町五
丁目六十九番地同県平民高橋藤七」とある．な
ぜ，内容のほぼ同じ著書が同時期に 3冊出版さ
れたのであろうか．なお，国立国会図書館近代
デジタルライブラリーの『裁縫教授書』の書名
で閲覧できるのは『裁縫教授書壱』である．論
文や研究書のなかでも『裁縫教授書』と一括さ
れ，その違いに言及していないので，本稿では
この 3冊を比較したい．
3 冊の内容はほぼ同一であるが相違点もあ
る．相違点の1つは『小学裁縫教授書』のみに「宮
城県仙台区元荒町松操学校朴澤三代治」・「規則
教場之図」・「改良服教場之図」の 3枚の図が 1
枚に大きく構成された折り込み図がある点であ
る．各図の題名はローマ字でも表記され，かつ，
学校所在地には日本語表記にはない NIPPON 
が付記されて，海外向け学校案内パンフレット
の役目を果たしている．明治 17 年 9 月 25 日付
『奥羽日日新聞』は，松操学校がニューヨーク
で開催される教育博覧会へ出品することを知ら
せ，出品物のなかに掛図，校舎の図面と写真，
生徒作品と並んで書籍一巻とある．この書籍が
『小学裁縫教授書』であろう．図 5の「規則教
場之図」に描かれている掛図 3枚はいずれも朴
沢学園に現存する．左と中央の掛図は「衣服名
称」掛図にある 2枚である（図 2参照）．右は
「裁縫教授用身体図」の掛図で羽織袴の 3人の
男性「肥大ナル人」「前屈ノ人」「後傾ノ人」が
描かれている．図の正面には柱時計がある．『裁
縫教授書』では迅速な縫い方として，1枚の着
物を分担して 30 分から 40 分で仕立てる「組縫」
を紹介しているので，時計も教具の 1つであっ
た．「改良服教場之図」からは，生徒がテーブ
ルに向い椅子に腰かけ，ミシンやアイロンを使
用しているのがわかる．『裁縫教授書』の刊行
から 3年後の明治 20 年（1887），三代治は洋裁
教師若村ゑいを東京から招聘している．安政 5
図 5　『小学裁縫教授書』折り込み図
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年（1858）生まれの若村は，明治 5 年（1872）
10 月から明治 8年（1875）8 月まで英国人のも
とで洋裁を学び，東京印刷局洋裁伝習科などで
洋裁教師を務めていた．
『壱』『全』の 2冊には，折り込み図「松操学
校之図」（図 1参照）がある．上部の褒状をみ
ると，左は明治 13 年（1880）宮城県博覧会に，
中央は明治 14 年（1881）第二回内国勧業博覧
会に裁縫掛図等を出品した時の褒状である．右
は明治 16 年（1883）に教育者としての功績が
認められ三等賞を文部省から授与された褒状で
ある．なお，『小学』には「松操学校之図」は
ない．
次に本文をみると，3冊の『裁縫教授書』に
は大きな違いがあり，『全』と『小学』には 23
頁が 2 枚（便宜上 23 頁①，23 頁②とする）あ
ることである．なお，この 3冊は左右見開きで
1頁分になっている．つまり，『全』『小学』の
22 頁左半分と 23 頁①の右半分の部分が，『壱』
では欠落している．語句の違いをみると，15
頁では『壱』の「四方を縫ひ合す」が『全』『小学』
では「四方の縁を縫ふ」に変わり，21 頁では『壱』
の「是を二ツに折り夫より釼先を裁つ」が『全』
『小学』では「是を二ツに折りおくみ釼先を裁つ」
に変更されている．いずれも，『全』『小学』の
記述のほうが具体的で分かりやすい．
また，「小学裁縫教授書巻之一」の文字が『壱』
では左右両側にあり，『全』『小学』では中央に
ある．
『裁縫教授書壱』の「壱」は，続編である「弐」
の出版を予定した書名と思われるが，管見のと
ころ「弐」に相当する三代治の著書は未見であ
る．一方，『裁縫教授書全』の「全」は「全」
頁が揃った完「全」なものという意味を込めた
と推察される．『壱』の改定版が『全』であり，
さらに，海外向けの図を挿入した書が『小学』
である．『壱』『小学』の最後には北は北海道函
館から南は大阪まで全国の売捌書林 48 店の一
覧表が掲載されている．『全』の本文最終頁に
は「小学中等裁縫教授書」とあるが，『壱』『小学』
の本文最終頁には「小学中等裁縫教授書」の文
字に続いて「巻之一終」とある．
以上の相違点を考慮すると次のように推察で
きる．『壱』が最初に出版されたが，頁の欠落
を発見して，欠頁を補いかつ若干の手直しを加
えて『全』が改訂版として出版された．その後，
ニューヨークの教育博覧会へ出品することが決
まり，ローマ字説明文付きの折り込み図を新た
に入れて『小学』が製本された．『小学』では，
本文は『全』を使い，『全』では省いた売り捌
き書店の一覧表と「巻之一終」を復活させ，著
書の販売網の広がりと続編を暗示する構成に
なっている．
『初代校長朴澤三代治先生小傳』の年譜，明
治 17 年の欄に「著裁縫教授書ヲ文部省ニ於テ
検定シ小学校裁縫教科書ニ採用セラル」21）と
ある．上記 3冊のなかのいずれの本が採用され
たかは記していないが，朴澤三代治執筆の『裁
縫教授書』が文部省検定を通るに値する内容で
あったことは紛れもない事実である．
７．大内源太右衛門と「織物標本」
三代治の 3冊の『裁縫教授書』の「出版人」
である大内源太右衛門（1847 ～ 1909）は，仙
台大町に店を構える呉服商であった．明治維新
後，士族の払い物を買い，それを売り歩いて財
を成し，店舗を増設したといわれている．大内
源太右衛門は孤児を引き取って養育するなど福
祉事業に尽力し，また，「楽善叢誌」を発行し
て有益な古書の再刊に努める出版人でもあった
22）．
大内源太右衛門の裁縫教育におけるもう一つ
の功績は「織物標本」の作製である．「織物標本」
は，明治 23 年（1890）の第三回内国勧業博覧
会で「分類宜シキヲ得授業上ニ便益ヲ与フルコ
ト尠少ナラス」23）の理由で，褒賞を授与され
ている．三代治の『裁縫教授書』には「木綿織
地名称図」掛図の挿絵がある．「織物標本」の
実物が確認されていないので，朴澤三代治の「掛
図」と大内源太右衛門の「標本」を比較するこ
とはできない．しかし，明治 28 年（1895）に
大内源太右衛門はこの標本の説明書として『小
学裁縫科用織物標本説明書完』（以下，『説明書』
と略す）を出版しているので，この『説明書』
から「織物標本」の構成が木綿 48 種，絹 48 種，
毛織物 15 種，麻織物 15 種，交織 15 種である
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ことがわかる．『説明書』には各々の布の「組織」，
「給用」（用途），「産地」が記されている．標本
を「小学裁縫科用」とした理由について，『説
明書』によると，織物の名称が地方によって様々
に呼称されて混乱を生じているので，学校で教
えることによって名称が統一されることを意図
したとある．宮城県の公文書「自明治四十二年
至大正三年女子師範学校書類」には大正 2 年
（1913）に仙台市が女子師範学校付属小学校に
寄付した書物一覧があり『説明書』も含まれて
いる．
８．公文書からみた朴澤三代治の評価
「仙台市指定有形文化財」に指定された朴沢
学園裁縫教育資料 557 点のうち，352 点が掛図
類（掛図 351 点，掛図収納用木箱 1点）である．
朴沢学園裁縫教育資料は数の上からは掛図に特
徴があるといえる．
明治 13 年（1880）の宮城県博覧会出品目録
のなかには「織物名付掛物」「裁縫図等掛軸」
と並び「振袖雛形」があり，掛図を意味する「掛
物」「掛軸」と「雛形」がみられる．明治 14 年
（1881）開催の第二回内国勧業博覧会出品目録
には「裁縫科用掛図」24）がある．この博覧会
の時に授与された褒状には「衣服各部ノ名称縫
方寸法ノ比例裁断ノ方法等ヲ示ス」とあり，掛
図の内容を知ることができる．明治23年（1890）
第三回内国勧業博覧会には，前述のように雛形
が貼付された掛図が出品されている．しかし，
「第三回内国勧業博覧会褒賞証」には「裁縫教
授雛形　本品ハ裁縫教授上頗ル便益アルヲ観
ル」25）とあり，出品物の形態ではなく，内容
を重視した記述になっている．明治27年（1894）
に朴澤三代治は藍綬褒章を授与された．その関
係文書の一つである明治 27 年 5 月 4 日付で文
部大臣井上毅が内閣賞勳局総裁侯爵西園寺公望
に提出した文書には，推薦理由として，裁縫科
は教授法が難しい教科であるが，朴澤三代治は
裁縫教授上の一新機軸を出し，多数の生徒を一
同に集めて，実物ではなく模型を使って生徒に
理解させ，他教科同様の効果をあげた 26），と
記されてはいるが，掛図についての記述はな
い．翌 5日の藍綬褒章の裁可を仰ぐ奏上文書で
は「実物ニ頼ラス模型ヲ以テ一斉ニ伝習スルノ
一新法ヲ按出」27）とあり，4日の文書にはない
「其他裁縫教授書及び掛図ヲ著作スル」28）が追
加され，掛図については最後に記されている．
どちらの文書も三代治の優れた教授法の筆頭に
「模型」すなわち雛形を挙げている．三代治が
死去したのは，明治 28 年（1895）11 月である．
上記 2 つの文書は三代治の生存中の評価であ
り，当時において最も権威ある公的評価であっ
た．
Ⅳまとめ
藍綬褒章の推薦文のなかで，三代治の「一新
法」「一新機軸」と評価された教授法は「模型」
つまり雛形であった．その雛形見本を一斉授業
に適した教材にするための更なる工夫が，雛形
を台紙に張り，掛図形式で示すことであった．
また，三代治は掛図を教室での教具としての役
割にとどめなかった．そこに三代治の独創性が
みられる．三代治は生徒の作品や自分の教授法
の評価を学校の外に積極的に求め，宮城県博覧
会，東京で開催された内国勧業博覧会，そして
ニューヨークの教育博覧会にも出品した．三代
治編纂とされる掛図には，小さな文字での記入
が多数みられ，大きな会場での展示物としては
地味である．出品物を掛図にしたのは，博覧会
での視角効果を意図したというよりは，運搬に
適した大きさと重量，簡便かつ安全な梱包にす
るための同一規格，展示に手間がかからないこ
と等を考慮したためであろう．
三代治は学校経営者として，当時，最大のマ
スコミ媒体であった新聞を有効に利用し，生徒
募集は言うまでもなく，卒業生の名前を新聞に
掲載している．三代治は博覧会での受賞記事が
学校を宣伝する絶好の機会となることを熟知
し，博覧会で好成績を得ることで，松操学校の
社会的評価を高めようと務めたのであろう．
三代治は厚紙の台紙に雛形の実物を貼付し
て，説明や記号は手書きする方法で掛図を作製
している．「仙台市指定有形文化財」の「指定
対象一覧」のなかで，掛図は 22 種に分類され
ている．そのなかで印刷物としての掛図は 3種
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にすぎず，他はすべて学園の教師による手製で
ある点に，朴沢学園の掛図の特徴がある．
三代治から始まる掛図作製の伝統が，学園の
歴史の中で確かに引き継がれてきた大きな証
が，昭和 11 年（1936）から昭和 17 年（1942）
の間に作製された「課題研究提出物」である．「課
題研究提出物」は高等師範科生徒の卒業論文に
相当し，各自がアルバムに課題研究をまとめて
いる．アルバムには，雛形や図を貼付できる厚
い紙質，展示と運搬の利便という掛図との共通
点がみられる．筆者は平成 23 年（2011）に「課
題研究提出物」を調査したが，古い作品では
70 年以上も経過しているにもかかわらず，保
存状態は良好である．アルバムに貼付されてい
る雛形は変色や虫食いも見られず，しかも，剥
がれているものは極めて少数であった．このよ
うな技術が少なくとも戦前まで学園には継承さ
れていた．
三代治の裁縫教授者としての功績は，掛図に
矮小化されることなく雛形も含めた教授法全体
から評価されるべきであり，また，掛図の役割
を教具に限定することなく多角的にみるべきで
ある．
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